
30・5・15 4市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

　市では、人権擁護委員の日を記念し、６月４日（月）の午
前中、市民の皆さんに人権の大切さをお知らせするため、市
役所第二庁舎入口付近で啓発活動を行います。
　この機会に、あなたも人権の重要性を考えてみてはいかが
でしょうか。

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

【人権・身の上特設相談】
　法務大臣から委嘱を受けた
人権擁護委員（弁護士、教育
関係者など）が、無料特別相
談を実施します。家庭内のト
ラブル、夫婦間の問題、相続
などに関する悩みごとなど、
お気軽にご相談ください。秘
密は堅く守られます。
 ６月４日（月）午前９時～
正午（１人おおむね１時間）
 市民相談室（市役所第二庁
舎１階）
 ３人（申込順）
 ５月１６日～６月１日に、電
話または直接、広報秘書課広
聴係へ

時

所

定
申

【中学生人権作文コンテスト】
　平成２９年度に行われた全国
中学生人権作文コンテスト東
京都大会で、市内の生徒が優
秀な成績を収めました。受賞
作品は、次のとおりです。
（学年は受賞当時）
■受賞作品渇優秀賞＝地域の
つながりと「子ども食堂」（第
一中学校３年・後藤むつみさ
ん）渇作文委員会賞＝家族で
支え、家族で愛する（緑中学
校３年・大濵智織さん）
−◇共　通◇−

 広報秘書課広聴係（市役所
第二庁舎１階☎０４２−３８７−
９８１８）

問

　日ごろから、ごみの減量と資源化にご協力いただきまして、ありがとうござい
ます。
　本欄では、燃やすごみの排出量（家庭系）について、市民１人１日当たりの排
出量を２７５.４ｇまで減らすことを目標に設定して、月ごとの結果をお知らせしてい
ます。この１年間の結果は、２６４.９ｇとなり、目標値に対して１０.５ｇ下回り目標を
達成することができました。（目標値は、「平成２９年度一般廃棄物処理計画」よ
り）
　燃やすごみの減量において最も大切なことは、発生抑制（リデュース）です。
「生ごみの水切りを徹底する」「食事は食べ残さない」「使い捨て商品は買わな
い」など、一人ひとりの日々の心掛けが、ごみの減量につながります。引き続き、
皆さんのご理解・ご協力をお願いします。
　市では平成３０年度一般廃棄物処理計画を策定しました。情報公開コーナー（市
役所第二庁舎６階）と図書館で閲覧できるほか、市ホームページからもダウンロ
ードできますので、ぜひご覧ください。
【３月分のごみ排出量報告】
　３月分の燃やすごみ１人１日当たり排出量は、２６４.６ｇとなり、目標値（２７５.４
ｇ）を１０.８ｇ下回りました。
 ごみ対策課減量推進係（☎０４２−３８７−９８３５）問
ごみ1人1日当たりの排出量（単位：g）

（参考）燃やすごみ
前月・前年度同月の排出量 251.3 274.0

29年度
2月

28年度
3月

（参考）燃やさないごみ
前月・前年度同月の排出量 24.0 34.6

29年度
2月

28年度
3月燃やさないごみ

（市内全域） 33.7 33.5 0.2
3月 目標量 差引

燃やすごみ
（市内全域） 264.6 275.4 △10.8

3月 目標量 差引

目標より
増えちゃった

やった
減量成功

○２０７６月１日６月１日はは
人権擁護委員の人権擁護委員の日日
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け
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、
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宅
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で
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学
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４
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６
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す
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年
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験
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流
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が
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れ
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す
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。

 

市
内
在
住
の
中
・
高
校
生
世
代

で
事
前
活
動
（
７
月　

日
、　

１４

２１

日
）
等
に
参
加
で
き
る
方

 

６
人

 

無
料

■
応
募
用
紙
配
布
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
課
、
主
な
市
内
公
共
施
設
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
応
募
結
果
７
月
６
日
ま
で
に
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

 

６
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、

１５

郵
送
ま
た
は
直
接
、
応
募
用
紙
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化
推
進

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
９
２
３
）
へ

３８７

 　

市
で
は
、
除
草
剤
を
「
市
の
施

設
お
よ
び
公
共
の
場
所
で
は
使
用

し
な
い
」
と
い
う
自
主
規
制
の
方

針
を
決
定
し
、
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

市
販
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除
草
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、
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農
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締
法
に
基
づ
き
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を
確
認

し
、
登
録
を
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も
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は
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す
。

　

ま
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介
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な
お
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し
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す
。
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雨
水
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積
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し
ま
す
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な
お
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一
度
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で
２
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せ
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。
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▽
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次
の
都
市
計
画
道
路
事
業
の
事

業
計
画
変
更
認
可
図
書
に
つ
い

て
、
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
都
市
計
画

▽
３
・
４
・
８
号
新
小
金
井
久
留

米
線
（
Ⅱ
期
）
＝
事
業
完
了
年
度

を
平
成　

年
度
末
か
ら
平
成　

２９
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（
２
０
２
２
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末
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４
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０
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縦
覧
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了
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■
縦
覧
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所 
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３８７
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造
住
宅
無
料

簡
易
耐
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診
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糸

都
市
計
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事
業
の
図
書
の
縦
覧

問

中
高
生
サ
ブ
リ
ー
ダ

中
高
生
サ
ブ
リ
ー
ダ
ーー

を
募

　
　
　

を
募
集集

青
少
年
自
然
・
文
化
体
験

交
流
事
業　

三
宅

in


